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恩給･年金制度の改善に開する決議　蘇

わが国の今日における経済の高車成長は､反面において,

物価の大巾碑攻とともに喋特価領の苛しき下落を招来する結

果となり､このため他に収入のない恩給･年金嘆給者は相次

ぐ生活史の急増に追いつけす､その生活は常に危構､脅威に

さらされている状況にある｡

.そもそも､公的年金制鍵の目的は､蕪独文は老令_とな11た-

こと等七よる車人又は遺族の葎帝的損失に対して所得を常時

し､遭当年る生活の維持を図ることを目的としたものでーぁる

にかかわらず∴今日tql社会的､経済的譜事情の著しを変動は

これらの日的な逸脱せしめることとなり､恩給･p年金が何ら

の統力なきものとなって国民生活の将来に対し大きく不安な

与えている､ことはまことに頚膚に堪えない｡

わが国が碍祉国家な棟紡1,,､人間の専寵を第一譲的とする

ならは､その一項として._先ず恩給･年金受給者の生活を終

生保時する施雅な行なうべきであり､こわため勇断を_もって.

下記事項のすふやか.なる兼現を期するよう求めるものである｡

わ

ー1- ､Il

＼

/   I

-ttl-



/_.J恩給･年金の煩については､個民の生活水準､公布fl

の給与､物価その他の渚頚鱗に変動が生じた場合は･こ

れらの変動を甚準として､自動的に貸金スライドするよ

う法制化すること-.

2　恩給･年金の最低保持領を大巾に引きとげること｡

3　濃族に対する給付は､これを半額とせず､少なくとも

3分の3以ヒとするほか､子(学生を含む｡ )の保有鼓

に応ずる加給を行なうこ_とo .

4L　君命者忙対しては,加給その他の厚遇樺額を行なうこ

と`｡

S　公的年金受給者に対する老令福祉年金の併給の制限を

経緯すること｡

d　恩給･年金に声し､瀧の減免靖層女講ずること｡

奴　と決講す　るo
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理　　　　　由　　　　　藩

r恩給･年金の網については､国民の生活水準､公務員

の給与､物価その他の絡む桶や変動が生じた場合は､これ

らの変動を基準として､自動的に完全スライドするよう法

制化すること｡ ｣

(税吋)

恩給沫3灸の3､国家公務員共済組合決靖′桑の3及

.び地方公務員等共S;組合法粥74集のaの穐恵をはじめ
ーヽ

として･.各憩の公的年金制喪におい七は､年金である約

I

･付の網について)国民の生酒水準･公務員の給与､物価

その他の清市冊に礎勅が生じた場合には､年金のもつ乗

質的価何を拝金するため虻､年金の所を改卑しようとす
ヽヽ

るいわゆるス･?イド制に関する規定が安められていると
/

′

ころである｡

I.しかしながら･この規定は･目-下のところ単に構神軌

ノ訓示的規泉にとY.'まっており､利発後4年を捷た今t3､

-　いまだ草ql具捧化をみないことはまことに遭嘘に堪え1
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今日の高軽種再成長による国民の生活水準のと昇や･

諸物価の高時による生活紫の急増に伴い､公欝rq給与洩

びに-照民間債針去年J4の改かこrt｡そq一つy-'引きとげ

ちれている,Jlに､一方恩給･米持年金の改馴ま･同額千

第Ql潮的あるいは改額内界の不明等によってはるかにと

･･ ｡残され､恩給･年金受給者の生清は儀白骨戒にさらさ

れている現状である.

掛に､礁外両の例を3Lても･一例として､イギリスで

は消漂着物価相戦の硬朝に軌合一ぅように個別の捜幹の増

額壊転よって増額改発し､アメリカでは潔輯J…蚊ヒ
I

3%の地場増数のと昇をみた場合はそれに応じて年金額

を改定し.西ドイ-)では遵邦官爽法の規蛍により官吏の

給与の改党に伴い恩給も攻蛍してお｡､また･フランス一

においても官吏の給与わ改かこ応じて自瑚的に恩給を改

恵することとしている｡

かかる滞外国の-まつまでもなく､年金制壕の目的＼

が､胴着あるいは老令-生活の安溝か主かることに

.ぁる醸｡､年金のスライド制-硬化lま当然であって･

∴I　~一一

.

∫

一

,

I

 

t

.

･

･

I

　

　

-

-

1

　

-

一

1

-

-

　

～

　

　

A

I

･

･

.

~

J

~

　

-

I

.

～

-

･

　

-

･

-

　

■

ヽ



このことは､また､同時に現在砲考の敏和後の生滝の

不審をなくすためにも､すみやかに乗穂すべきものと

考iるものである｡

.Z　｢恩給.年金の貴僧保革額を大巾に引き上&,fることJ

3　｢遺族に舟する給イかま､これを半額とせず､少なくと

も3分の.1以上とするほか､干し学生を食む｡ )の保有

数に応ずる加給を行なうこと｡｣

9･ l老台糾こ対しては､ /b給その他の厚遇紳符をFTなうこ

と｡ 1

∫　｢公的年金受給者に対する革命撞弛咋亀の坪給･n制限

を横磯するこ上L

A r恩給･年金に対し､現の減免練馬な講ずること｡ ｣

(桜と一括説明)

恩給･年金の受給者は老令者なるがために働らく能

力が栄え､かつ､確稀薄も布く,従って医寮費の免租

も増加している｡

そのうえ､わが国におし11ても､今日核家族化の過行

などに伴う私的扶頚.の衰退の憤向がます.ます珂著とな

ってきた折から､きわめて少絹の恩給･年金をもって､

一年-



:i ･Lした-がら孝;::巧o'?三壬_iJ,1構瑞に良一えぎ:'圭llr.llf ･11狩=てい'-:,Jl f･). -

清い嘩!･=煮てざるを楢な11,､購う大に::-,･5n

なお､､まこと;･rM僅かの誓‥捨･埠免でき,つても･公積

年食の栗斡者たるがため-こ弼民年金法による老令鋸!3:

年金の支給もたいo

この改葬のため･には､恩給･年金の喝についてステ

ィド制を確立するとともに､この慈低録時折を大巾に

引きしげ､また､濃淡年釦こついてはこの絹を故人の

半鎖とせず､少なくとも3分のi2以ヒとするほか･子

(草生を含む｡ )の保有数に応ずる加給を行なうこと

･･･とし､さらに､老令受給者に対しても加給その他の浮

遇縛曙を講ずることとし･そ･のほか現行の老令婿祉年

金の併給の制限を櫓宛し･､また,瑞の減免措現をすみ

ゃかに襲施する必賓があるものと考えるものである｡

- (0-


